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＊　8　月　の　税　金＊

○町県民税（2期分）
納期限　8月25日（木）まで

○国民健康保険税（2期分）
納期限　8月31日（水）まで

この社会　あなたの税が　生きている
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第319号　　　　　　　　　　　　　　公四西の紺（2）

区　分 �全　事　故 ���子供の事故 ���寧（％） 

発生性欲 �29．360 ���4．413 ���15．0 

死　　者 �271 ���27 ���10．0 

偲∴∴吉 �36．485 ���5．235 ���14．3 

区 分 死 者 �幼　　　児 ����′ト・中学生 

通 園 中 �保護者 ���澄 枝 中 �下 校 中 ��そ の 他 �計 

あ り �な し 

死　　者 � �6 �10 ��－ �2 ��9 �27 

区分 年 �発生 併殺 �死　者 �偽　者 

57　年　中 �29．360 �271 �36．485 

よる場数 �9．914 �139 �12．941 

i胱率（％） �33．8 �51．3 �35．5 

靖少年運振合の交通事故死者は前年に比べ4人
（30％〉憎で仝死者の513％をしめている。

安全運転5則
1．安全速度を必ず守る。
2．カーブの手前でスピー
ドを落とす．
3．交差点では安全を確か
める。
4．－時停止で横断歩行者
の安全を守る。
5．飲酒運転は絶対にしな
い。

夏
は
、
夏
休
み
の
解
放
感
や
、
暑
さ
・
行
楽
に
よ
る
疲
労
、
青
少

年
等
若
年
層
の
運
転
者
に
よ
る
暴
走
行
為
の
増
加
を
ど
交
通
事
故
の

多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
こ
ぞ
っ
て
交
通
安
全
思
想
の

普
及
徹
底
と
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
で
夏

の
交
通
事
故
の
防
止
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

2
日
易

し
　
歩
行
者
（
特
に
子
供
と
老

人
）
　
の
交
通
事
故
防
止

昭
和
五
十
七
年
度
中
の
子
供
・
老
人

の
交
通
事
故
死
は
、
全
体
二
七
一
名
車

子
供
二
十
七
名
、
老
人
六
十
一
名
の
計

八
十
人
名
で
、
三
十
三
％
の
比
率
を
占

め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
死
亡
事
故
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
交
通
弱
者
へ
の
対

子
供
の
交
通
事
故
発
生
件
数

策
が
必
要
で
す
。

○
子
供
、
老
人
等
の
交
通
弱
者
に
対
す

る
　
「
愛
の
一
声
運
動
」
　
の
推
進

○
家
庭
に
お
け
る
夏
休
み
中
の
交
通
安

全
話
し
合
い
の
活
発
化

○
学
校
、
幼
稚
園
に
お
け
る
夏
休
み
中

の
交
通
安
全
指
導
の
徹
底

○
子
供
、
老
人
、
母
親
の
交
通
安
全
教

室
の
開
催

○
安
全
を
遊
び
の
確
保
と
遊
び
か
た
の

指
導

乙
　
青
少
年
の
粗
暴
運
転
と
暴

走
族
の
追
放

青
少
年
の
交
通
事
故
件
教
は
、
最
近

多
く
在
り
、
社
会
問
題
と
も
在
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
中
の
交
通
事
故
死
者
は
、

前
年
に
比
べ
四
名
の
憎
で
百
三
十
九
名

仝
死
者
の
五
十
一
％
を
占
て
お
り
ま
す
。

青
少
年
運
転
者
の

交
通
事
故
発
生
状
況

車
　
種
　
別

こ
の
中
十
九
歳
以
下
の
も
の
が
七
十

二
名
で
、
前
年
よ
り
二
十
一
名
（
四
十

一
二
一
％
）
　
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

○
粗
暴
運
転
、
め
い
お
く
交
通
追
放
運

動
の
推
進
と
指
導
取
締
活
動
の
強
化

○
青
少
年
運
転
者
に
対
す
る
交
通
安
全

指
導
教
育
の
強
化
と
社
会
的
責
任
意

識
の
徹
底

○
交
通
安
全
五
期
の
励
行

○
地
域
職
域
に
お
け
る
暴
追
族
追
放
の

推
進



（3）復田筋の紺　　　　　　　　　　　　　第319号

シートベルトは命綱

5． 全 会自 乗結 �4． り 方踏 切 �3． つ こ信 と号 �2． た 横 断 の し か �1． 方 正 し い 歩 き �指 導 

り車 力の 安 �り の 波 �機 に 従 ���事 項 
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運bてにし行 転白妙きて区 �Loたで 講蟹 ���’たはきあの夢 　　あ 

結くた妹分 を箪oとくは LIこ∴∴さと追 な乗は（ ��� �、＿目りはりく ＿　倹し迫る○ 　中食でと 　ミ十、も‾ �導 

＼／く、放く 

いち �塑墜欝縄経遡艶＼／＼／ノ＼”寮／〈＼ミ／／ 　　j／～－ ���、、＿”‾灯　○　ろ �細 
o在∴出 い来行、 ○る吉錨 だとを �　蕊 な い �止は偏 る’号 　l �やび止の　‡ そ姦婦で　あ 　　が’ブ �oま　で 巨‾∴た∴∴をは をは遁必 ど＿をず �目 

け食通 自る行 飯〇十 �（ 乞絶 対 �の相方 をポ「 確夕百 �の会所＋九つ 問を∴∴で分止仝た らめ、鳶つ止こ �のと還歩 も力ん道 のりでを 

串る をo b ��かン　」 ��を∴初　歩歩 
に 波 �めを∴∴に で押　な �の　で　絶十でま∴∴れ 繊∴か　対るもつ　を �身∴ニ　くく に　反　Oo 

3
．
一
一
輪
・
原
付
車
、
自
転
車

の
安
全
利
用
の
促
進

二
給
車
及
び
自
転
車
の
普
及
に
伴
を

い
、
交
通
事
故
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
の
で
、
県
で
は
毎
月
八
の
日
（
八

日
、
十
八
日
、
二
十
八
日
）
　
に
二
幹
事

・
自
転
車
交
通
安
全
の
日
」
を
定
め
、

県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
交
通
事
故
の
防

止
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

○
正
し
い
乗
り
方
と
点
検
盤
揃
の
徹
底

○
昼
間
点
燈
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹

底
○
婦
人
ミ
ニ
バ
イ
ク
ク
ラ
ブ
、
ヤ
ン
グ

ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
等
の
指
導
育
成

0
自
転
車
、
二
輪
車
教
室
の
開
催

○
毎
月
「
八
の
白
」
に
お
け
る
二
幹
事

自
転
車
街
頭
点
検
の
実
施
に
よ
る
整

備
不
良
車
の
一
掃

◎
自
転
車
運
転
者
の
実
践
事
項

●
安
全
速
度
を
必
ず
守
る

●
カ
ー
プ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を
落
す

●
交
差
点
で
は
安
全
を
確
か
め
る

●
一
時
停
止
で
械
断
歩
行
者
の
安
全
を

守
る

●
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
食
い

4
．
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

推
進

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
は
乗
員
が
座

席
に
固
定
さ
れ
る
の
で
、
ハ
ン
ド
ル
や

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
等
に
激
突
し
た
り
、

車
外
に
は
う
り
出
さ
れ
る
の
を
防
ぎ
、

致
死
撃
が
未
着
用
時
の
「
九
分
の
こ

暴
走
族
の
追
放

○
し
な
い

○
さ
せ
な
い

○
見
に
い
か
な
い

の
保
護
効
果
が
謹
明
さ
れ
て
お
り
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
と
し
て
是
非
着
用

を
習
慣
づ
け
て
下
さ
い
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
効
果
と
正
し

い
善
用
方
法
の
指
導
強
化

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
「
モ
デ
ル
事
業

所
」
　
「
モ
デ
ル
車
両
」
を
中
心
と
し

た
着
用
運
動
の
推
進

若
人
の
交
通
書
取
を

鳴
こ
う

老
人
の
交
通
事
故
の
現
況

老
人
人
口
は
、
最
近
の
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
中
で
比
重
が
急
速
に
進
み
、

こ
れ
に
伴
な
い
老
人
の
交
通
事
故
も
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
年
一
月
か
ら
五
月
末
ま
で
の
交
通

事
故
発
生
件
数
は
、
全
体
で
一
〇
、
七

九
〇
件
の
う
ち
老
人
が
一
、
三
一
一
件

で
全
体
比
一
〇
・
八
％
に
対
し
、
死
亡

事
故
は
、
全
体
九
十
四
名
に
対
し
、
老

人
の
死
亡
事
故
は
二
十
四
名
（
昨
年
一

年
間
で
は
六
十
一
名
）
を
数
え
、
全
体

の
構
成
比
で
二
〇
・
三
％
と
異
常
に
高

く
を
っ
て
い
ま
す
。

老
人
の
交
通
事
故
は
何
が
原
因
か
1

こ
の
様
に
老
人
の
事
故
が
多
く
を
る

原
因
と
し
て
、
老
人
は
行
動
や
交
際
の

範
囲
が
次
第
に
狭
く
な
る
う
え
核
家
族

化
か
ら
く
る
疎
外
感
、
そ
れ
に
身
体
的

老
化
か
ら
く
る
健
康
に
つ
い
て
の
不
安

感
、
更
に
激
変
す
る
社
会
へ
の
対
応
が

身
心
的
に
な
じ
め
な
い
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
に
本
来
保
守
的
が
ん
こ
き
が
あ
り

ま
す
。車
社
会
の
中
で
、
身
体
的
衷
え
に
よ

る
反
射
機
能
の
低
下
、
放
し
ょ
う
性
の

欠
如
な
ど
か
ら
大
き
を
惨
事
を
招
く
こ

と
が
多
く
、
い
h
ゆ
る
交
通
弱
者
の
事

故
絶
滅
こ
そ
交
通
安
全
運
動
の
意
味
す

る
も
の
と
い
え
ま
す
。

老
人
の
交
通
安
全
教
育
推
進
要
領

思
い
や
り
∴
ゆ
す
る
心
で
　
跨
ぐ
事
故

急
い
で
も
　
き
ち
ん
と
見
ま
す
　
み
き
∴
ひ
虐
げ

た
し
か
め
で
∴
洩
る
あ
な
た
が
　
子
の
手
本



第319号　　　　　　　　　　　　　虚⑮筋の紺（4）

今　別　尾　木東　中
古　　　　　和
賀　府崎守苑央

町いし協じご　りは　い自ら な職で上カま不納【ま休Cf∴を全こ 

お　貝は　げ　を　す便秘す業れ　し　休園　の 
’が、ま　賜が　を　は　○　さ　に　ま　薬　一　た 

公受役すわ、おどせ伴しき斉び 金領甥oりなかにていたせに金 のい収当ま∴にけつい、○て毎触 弘だ入目すとすいた当い月機 

い　し　役の　よ　そ　る　て　　だ旅　　だ　一　関 
出ま室∴納うここ、く出　だ回は しすの税お理とな　こ所　く第、 

に　o窓等聴解　と　に　　と　も　　こ　二　8 
つ　口にいとはか∴∴に当　と上月 い　でつ申ご存と　な日　にi唖か 

金融機関　第二土曜日が休業　　で 

雪中iイ＼＼蒜：＼＼馬糞謹 上∴十∴∴∴ 　派川 　田支 　所店 

〆
＼
ヾ

郡

民

体

育

大

会

本
年
は
、
遠
賀
町
の
各
施
設
を
主
会

場
に
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
か
ら
も
各
種
目
に
選
手
が
多

数
出
現
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
　
日
　
昭
和
5
8
年
8
月
1
日
（
日
）

▽
競
技
開
始
　
各
会
場
9
時
0
0
分

▽
種
目
・
掲
所

。
陸
上
　
　
　
遠
賀
中
学
校
運
動
場

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
・
遠
賀
粛
校
体
育
館

。
卓
球
　
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

o
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
広
漠
小
学
校
運

動
場
・
駅
南
グ
ラ
ン
ド

o
剣
道
　
　
　
浅
木
小
学
校
体
育
館

o
柔
道
　
　
　
　
　
　
第
一
武
道
場

o
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

水
巻
町
　
勤
労
青
少
年
体
育
館

o

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

水
巻
町
　
町
民
体
育
館

o
軟
式
野
球

芦
屋
町
　
営
屋
中
学
校
運
動
場

。弓道
芦
屋
町
　
弓
道
場

o
軟
式
庭
球
o
相
撲

岡
垣
町
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

敢
行
定
一
見
様

（広∴渡）

放
出
国
ヨ
シ
ノ
様

（木　守）

故
入
江
　
ヌ
イ
様

（岩　松）

敬
二
相
　
思
吉
様

（鬼　津）

行
定
光
代
様

島
田
茂
夫
様

入
江
数
己
様

二
村
光
幸
様

盆

　

休

　

み

次
の
施
設
は
、
8
月
1
3
日
（
土
）
か

ら
1
5
日
（
月
）
の
三
日
間
休
み
ま
す
。

1
6
日
か
ら
の
ど
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
o
中
央
公
民
館

。
公
民
館
別
館

o
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

。
第
一
・
第
二
武
道
場

。
老
人
憩
の
家

囲
碁
大
会
の
結
果

7
月
3
日
、
広
渡
公
民
館
で
四
十
一

名
が
参
加
し
て
、
か
第
1
0
回
遠
賀
町
田

蕃
大
会
U
が
開
か
れ
ま
し
た
。

A
組
優
勝
　
中
山
　
博
三
段

準
優
勝
　
原
　
裕
治
四
段

B
組
優
勝
　
太
田
　
正
二
段

準
優
勝
　
井
上
光
蔵
初
段

C
紐
擾
勝
　
二
村
善
徳
七
飯

謡
健
勝
　
永
田
　
明
四
級

熱
帯
と
亜
熱
帯
の
昆
虫
展
が
開
か
れ
て
い
ま
す

▽
期
　
間
∴
聞
知
翰
牡
7
月
2
1
日
（
木
）
　
▽
場
　
所
　
北
九
州
市
立
自
然
史
博
物

～
8
月
3
1
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
飽
分
室
（
旧
水
道
局
庁
舎
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
－
1
8
時
（
入
場
は
1
7
　
▽
入
場
料
　
大
入
百
円
、
子
供
五
十
円

時
0
0
分
ま
で
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

消
火
器
の
押
し
っ
け
販
売
に
こ
注
意
を

最
近
、
悪
徳
消
火
器
セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
、
「
消
火
器
の
設
置
が
法
的
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ろ
」
と
か
「
遠

賀
町
消
防
団
の
者
で
す
が
」
と
言
っ

て
、
消
火
器
を
市
価
よ
り
か
な
り
高

い
値
段
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
の
消
火
器
の
設
置
は
、
自

主
的
に
「
自
分
の
家
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
防
火
思
想
か
ら
、
消
火
器
を

任
意
に
設
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

悪
徳
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
被
害
に
か

か
ら
な
い
よ
う
注
悪
し
て
く
だ
さ
い

ま
た
不
審
は
場
合
は
、
貰
う
前
に

遠
賀
町
役
域
庶
務
係
　
澄
（
2
9
3
）

1
2
3
4
内
線
2
6
2
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

故
安
永
オ
ヤ
ス
様

（
虫
生
津
）
安
永
賞
一
様

故
岩
本
　
行
雄
様

（
浅
　
木
）
岩
本
光
弘
様

改
築
武
石
工
門
様

（
鬼
　
津
）
葬
∴
武
人
様

図

書

の

寄

贈

次
の
万
々
か
ら
、
中
央
公
民
館
図
書

室
に
、
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

農
村
　
美
佳
様
（
浅
　
木
）

水
町
　
信
子
様
（
浅
　
木
）

奥
野
　
正
男
様
（
浅
　
木
）

高
橋
　
直
樹
穣
（
東
　
町
）
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▽　▽　▽

内　会時

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

I
8
月
は
福
祉
年
金
師
宣
の
提
出
月
で
す

提
出
期
限
は
8
月
3
1
日
（
水
）
ま
で
I

草
花
づ
く
り
講
座
の
お
誘
い

老
齢
福
祉
年
金
な
ど
の
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
人
は
、
8
月
支
払
分
の
年

金
を
受
け
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
福
祉
年

金
証
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
国
保
年

金
係
へ
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。こ
れ
は
、
毎
年
本
人
、
配
偶
者
、
扶
糞

義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
、
8

月
分
か
ら
来
年
7
月
分
ま
で
の
一
年
間

の
年
金
を
支
給
す
る
か
ど
う
か
決
め
、

年
金
証
蕾
の
支
払
楠
に
金
額
を
記
入
す

る
た
め
の
も
の
で
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
ろ
た
め
に
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

福
祉
年
金
証
哲
の
提
出
が
な
い
と
、

年
金
額
の
記
入
が
で
き
な
い
の
で
、
次

回
年
金
支
払
月
に
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

恩
給
、
扶
助
料
、
退
職
年
金
等
の
公

的
年
金
を
受
け
ろ
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
、
そ
の
証
蕾
の
雪
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
8
月
Ⅱ
日
（
木
）
・
1
2
日
（

金
）
　
の
年
金
支
払
日
に
は
、
係
貝
が
遠

賀
川
郵
便
局
に
出
向
し
ま
す
の
で
、
そ

の
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

7
月
に
約
三
十
名
の
み
な
さ
ん
が
草

花
づ
く
り
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
で
は
、
こ
の
ク
ラ
ブ
と

相
た
す
さ
え
て
、
公
民
館
講
座
と
し
て

「
花
づ
く
り
講
座
」
を
開
講
し
て
い
ま

す。
花
や
木
を
育
て
花
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
味
わ
い
な
が
ら
、
人
と
人
と
の
親
し

み
を
深
め
、
出
合
い
、
ふ
れ
合
い
、
わ

か
ら
合
い
を
大
切
に
し
て
、
お
互
い
の

心
の
豊
か
さ
を
饗
い
ま
し
ょ
う
。

▽
期
　
間
　
昭
和
5
0
年
7
月
～
昭
和
5
0

老
人
ク
ラ
ブ
園
善
部
の
み
な
さ
ん
が

掩
え
て
く
れ
た
パ
ン
ジ
ー
。

今
も
黄
、
白
、
む
ら
さ
き
な
ど
の
花

が
開
い
て
中
央
公
民
館
を
訪
れ
る
み
な

さ
ん
の
心
を
和
ま
し
て
く
れ
て
い
ま
す

年
3
月
の
毎
月
第
一
木
曜

日9
時
3
0
分
－
1
2
時

中
央
公
民
館

専
門
講
師
に
よ
る
詣
義

栽
培
時
期
・
栽
培
方
法
・

管
理
の
指
導

無
料
（
ク
ラ
ブ
入
会
者
は

毎
月
三
百
円
必
要
）

▽
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
∴
蘭
（
2
9
3
）
　
1
3

－
L
J
－
L
J

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
実
施

こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
等
や
む
を

得
な
い
斬
由
の
た
め
に
、
義
務
教
育
語

学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
就

学
を
猶
予
ま
た
は
、
免
除
さ
れ
た
人
に

対
し
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

認
定
裁
韻
を
行
い
、
合
格
者
に
高
校
の

入
学
資
格
を
与
え
る
も
の
で
す
。

▽
試
験
会
場
　
福
岡
県
庁
会
議
室

▽
頗
評
受
付
期
間

昭
和
5
0
年
8
月
n
日
－
9
月
1
0
日

▽
出
願
蕾
類
の
交
付
・
受
付
・
間
合
先

福
岡
県
教
育
委
員
会
　
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
1
番
1
号
　
舘
0
9
2
（
6

5
1
）
　
l
1
1
1
内
線
5
1
6
1

青
少
年
指
導
者
の
た
め
の

通
信
教
育
生
募
集

広
く
青
少
年
に
係
る
仕
事
を
し
て
い

ろ
人
び
と
に
、
宙
少
年
の
理
解
と
青
少

年
の
成
長
を
助
け
ろ
た
め
に
必
要
な
青

少
年
に
関
す
る
実
態
と
、
基
礎
知
識
お

よ
び
脂
導
技
法
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

い
、
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

▽
募
燥
鯛
聞
　
5
月
1
日
か
ら
m
月
3
1

円
で
定
員
（
千
客
）
に

な
り
次
第
締
切
り

▽
受
講
料
　
　
八
千
円
（
二
年
分
）

詳
細
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

へ
ど
う
ぞ
。

北
九
州
高
専

編
入
学
生
募
集

∇
編
入
学
実
施
学
科
、
募
集
人
員

。
機
械
工
学
科
　
若
干
名

o
節
気
工
学
科
　
若
干
名

▽
編
入
学
年
　
第
四
年
次

▽
試
験
日
　
昭
和
5
8
年
8
月
約
日
（
月
）

▽
受
験
資
格
　
工
業
高
校
卒
ま
た
は
工

業
に
関
す
る
学
科
を
卒
業
し
た
者
及

び
昭
和
5
0
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者

▽
志
盟
学
科
　
出
身
校
に
お
け
る
所
属

学
科
と
同
系
統
で
あ
る
こ
と

▽
頓
沓
受
付
期
間
　
8
月
1
日
－
8
月

8
日
（
在
籍
・
出
身
穂
校
長
を
経
て

提
出
す
る
こ
と
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
北
九
州
高
専
学

生
課
∴
澄
（
9
6
2
）
5
8
3
1
へ
。
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5月のサツキ盆栽展

5月3日に実施した九重パスハイク

読
流
”
′
葺
く
が
か
“
－
す
ね

夏
の
サ
ー
ク
ル
箋
貝
類
楽

サ
ツ
キ
愛
好
会

☆
次
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
た
だ
今
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
☆

☆
希
望
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
余
暇
を
有
効
に
C
利
用
く
だ
さ
い
。
☆

レ
　
ク
　
リ
　
ェ
　
ー
シ
　
ョ
　
ン
　
研
究
会

地
域
・
職
場
で
レ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
る
若
者
を
待

っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
に

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。

∇
例
会
日
　
毎
月
第
一
、
第
三
月
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
内
∴
溶
　
ゲ
ー
ム
、
歌
、
レ
ク
・
ダ

ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン

ス
・
社
交
ダ
／
ス
、
ク
ラ

フ
ト
、
野
外
研
修
等

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
二
千
四
百
円
（
年
会
費
）

▽
会
員
数
　
三
十
名

▽
間
合
先
　
役
場
内
　
田
中
幸
男

西
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5
（
昼
）

㊨
（
2
4
4
）
1
8
6
9
（
夜
）

▽
申
込
先
　
例
会
日
に
面
接
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い

遠
賀
町
ヨ
ガ
教
室

健
康
は
自
分
の
手
で
／

身
体
の
盃
を
証
し
、
正
し
い
金
野
を

し
ま
し
ょ
う
。

遠

賀

山

友

会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
誰
に
で
も
手
軽

に
始
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ス
マ
ー
ト
に
な
り
た
い
方
、
体
力
を

維
持
し
た
い
方
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

発
散
さ
せ
た
い
方
、
一
度
練
習
を
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

▽
練
常
田
　
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
－
2
1
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
浅
木
小
学
校
体
育
館

▽
会
∴
蜜
　
月
千
円

▽
会
員
数
　
三
十
名

▽
固
込
光
∴
浅
　
木
　
広
瀬
勇
夫

鉛

（

2

9

3

）

2

1

6

5

こ
の
会
は
遠
賀
町
内
の
サ
ツ
キ
愛
好

者
の
鎮
ま
り
で
す
。

あ
な
た
も
サ
ツ
キ
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
い
た
し

ます。
▽
例
会
日
　
毎
月
第
二
日
曜
日

▽
時
　
間
　
1
4
時
－

∇
賜
∴
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
賞
　
年
三
千
円

∇
巾
込
先
　
役
場
円
　
高
　
敏
昭

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

郷
土
文
化
研
究
会

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か
れ
る

方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

行
部
と
し
て
は
、
町
内
や
近
郊
の
遺
跡

巡
り
や
調
査
、
さ
ら
に
発
表
会
等
を
随

時
行
い
ま
す
。

∇
会
　
費
　
年
間
二
千
円

▽
申
込
先
　
虫
生
津
　
吉
野
千
年

⑮
（
2
9
3
）
　
0
4
2
5

▽
練
曽
日

▽
時
　
間

▽
揚
∴
所

▽
対
　
象

▽
指
導
者

▽
入
会
金

▽
会
　
資

▽
申
込
先

毎
週
金
雌
日

1
0
時
－
1
2
時

公
民
館
別
館

年
齢
性
別
問
わ
ず

国
際
ヨ
ガ
協
会
理
事
　
池

田
紀
子

千
五
百
円

月
千
五
百
円

遠
質
川
　
力
丸
守
孝

㊨

（

2

9

3

）

0

0

3

9

軟
式
テ
ニ
ス
部

あ
な
た
も
デ
ー
一
ス
を
始
め
ま
せ
ん
か

経
験
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
入
部
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

∇
練
習
日
・
時
間

▽
場
　
所

▽
対
　
象

▽
会
　
費

▽
会
員
数

▽
印
込
先

小
川
和
明

土
肥
日
　
1
5
時
～

日
曜
日
　
1
3
時
－

役
場
的
広
場

1
8
歳
以
上
の
男
女

月
三
百
円

三
十
名

画
接
練
習
場
か
、
木
守

㊧
（
2
9
3
）
0
1
6
6

自
然
を
求
め
て
山
々
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
き
っ
と
、
あ
な
た
の
大
好
き

な
ら
の
か
み
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

蕃
…
‥
福
智
山
々
開
き
カ
ン
ト
リ
ー
レ

ー
ス
出
場
、
新
人
会
貝
歓
迎
キ
ャ
ン

プ
、
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
、
パ
ス
ハ
イ

ク
、
北
ア
ル
プ
ス
登
山

夏
…
・
家
族
キ
ャ
ン
プ
、
沢
登
り
、
菖

登
り
、
ア
ル
プ
ス
登
山

秋
…
‥
基
礎
技
術
合
宿
、
パ
ス
ハ
イ
ク

紅
葉
登
山
、
観
月
キ
ャ
ン
プ

冬
：
‥
：
パ
ス
ハ
イ
ク
、
冬
山
技
術
合
宿

ス
キ
ー
、
北
ア
ル
プ
ス
登
山

そ
の
他
十
周
年
記
念
行
事

▽
例
会
目
　
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
－
2
1
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
月
三
百
円

▽
申
込
先
　
直
接
会
場
か
、
虫
生
津

石
田
妙
子

西

（

2

9

3

）

3

0

0

9
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3

　

日

　

体

　

操

多
重
省
g
 
o
〇
〇

〇
〇
　
〇
　
勅
ふ
と
ヲ

遠
賀
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク

　

ラ

　

ブ

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
好
き
な
人

や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ろ

人
は
い
ま
せ
ん

か
9
　
高
校
生

か
ら
壮
年
ま
で

一
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

▽
例
会
日
　
9
月
2
日
か
ら
毎
週
金
曜

日

レ
ク
リ
　
ェ
　
ー
シ
　
ョ
　
ン
ダ
ン
　
ス

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
会
　
費

▽
材
料
費

▽
携
行
品

∇
申
込
先

3
B
体
操
は
、
ヨ
ガ
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
な
ど
を
取
り
入
れ
た
楽
し
い
体
操
で

す。
肩
こ
り
、
頭
痛
、
腰
痛
、
肥
満
、
ス

ト
レ
ス
解
消
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま

す。▽
例
会
日
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

∇
入
会
金
　
千
五
百
円

▽
会
　
費
　
月
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
東
和
苑
　
柿
木

＄

（

2

9

3

）

3

9

6

4

遠
賀
社
交
ダ
ン
　
ス

汗
を
流
し
、
適
度
な
連
動
を
し
な
か

ら
ス
テ
ッ
プ
を
習
い
た
い
方
。

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
で
パ
ー
ト
ナ
ー
と

う
ま
く
踊
れ
な
い
方
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
5
0
分

幅
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
。
さ
わ
や

か
な
汗
が
気
持
ち
い
い
で
す
よ
。
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
し
て
い
ま

す。
青
年
二
般
男
子
、
青
年
女
子

▽
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
・
土
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
－
2
1
時
約
分

一
般
女
子
（
マ
マ
）

1
0
時
－
1
2
時

中
央
公
民
館

月
二
千
円

実
費
ハ
サ
ミ

木
　
守
　
小
川
節
子

舘

（

2

9

3

）

2

1

0

7

▽
練
習
日

▽
時
　
間

∇
申
込
先

愛
好
会

▽
場
　
所

▽
入
会
金

∇
会
　
費

▽
会
貝
数

▽
申
込
先

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
0
0
分

彊
接
会
場
か
、
宮
原

節

（

2

9

3

）

3

1

3

1

公
民
館
別
館

五
百
円

二
千
円

二
十
玉
名

遠
賀
川
　
荒
牧
京
子

＄

（

2

9

3

）

0

0

1

2

民
　
鵬
　
教
　
室

＜
藤
登
志
会
∨

▽
教
　
室
　
広
漠
公
民
館

緑
光
苑
公
民
館

尾
崎
公
民
館

▽
申
込
先
　
広
　
漠
　
吉
永
千
代
子

＄
（
2
9
3
）
　
1
2
7
3

欝
　
　
　
　
吟

∧関心流∨

伝
統
芸
術
で
あ
る
詩
吟
を
し
ま
せ
ん

か。
自
己
の
鍛
錬
と
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す

る
と
と
も
に
、
声
を
股
の
底
か
ら
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
役
立
ち
ま
す
。

▽
稽
古
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
申
込
先
　
中
　
央
　
高
尾
ト
シ
子

＄

（

2

9

3

）

3

8

8

0

い
っ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

す
ぐ
に
踊
れ
る
や
さ
し
く
、
楽
し
い
踊

り
、
そ
れ
が
レ
ク
・
ダ
ン
ス
で
す
。
身

近
か
な
曲
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
み
ま
せ

んか。
▽
例
会
日
　
毎
月
第
二
・
四
月
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
年
二
千
四
百
円

▽
対
象
者
　
年
齢
、
陸
別
問
わ
ず

▽
持
参
品
　
上
は
き
用
シ
ュ
ー
．
ス

▽
申
込
先
　
直
接
会
場
か
教
育
委
員
会

田
中
幸
男

館
（
2
9
3
）
1
3
5
5
（
昼
）

衝
（
2
4
1
）
1
8
6
9
（
夜
）

響
二
一
一
味
線
同
好
会

榎
式
テ
ニ
ス
同
好
会

毎
週
火
曜
日
の
夕
べ
を
、
美
し
い
旋

律
の
中
で
豊
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

お
琴
と
三
味
線
が
あ
な
た
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
稽
古
日
　
毎
週
火
曜
日

∇
時
　
間
　
1
9
時
－

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
申
込
先
　
役
場
内
　
古
田
優
子

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4

経
験
者

ま
た
は
、

テ
ニ
ス
を

始
め
た
い

方
多
数
の

入
会
を
お

待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
練
習
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
入
会
金

▽
会
　
費

▽
会
員
数

∇
申
込
先
金
子

毎
週
日
岡
日

1
0
時
～
1
2
時

松
ノ
木
テ
一
一
ス
コ
ー
ト

五
百
円

目
三
百
円

三
十
名

画
接
練
習
場
か
、
遠
賀
川

＄

（

2

9

3

）

2

1

3

8
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養
　
　
蚕
　
㈲

糸
　
つ
　
む
　
ぎ

本
町
に
は
、
今
で
も
機
織
り
を
続
け

て
い
る
尾
崎
の
用
沢
家
が
あ
る
。
当
家

は
奄
美
大
島
の
出
身
で
あ
り
、
本
場
の

大
島
紡
織
専
門
で
あ
る
。

ま
ず
機
織
に
は
梓
が
い
る
。
梓
は
木

目
の
細
か
い
木
が
よ
い
。
そ
れ
に
は
柿

の
木
や
、
野
ば
ら
の
木
が
よ
い
と
さ
れ

て
い
る
。
木
目
が
浮
き
出
て
い
る
と
糸

が
ひ
っ
か
か
っ
て
織
り
に
く
い
か
ら
で

ある。糸
車
（
前
回
写
真
掲
職
）
は
木
綿
を

よ
り
、
紡
い
で
糸
に
す
る
道
具
で
あ

る
。
麻
糸
・
す
げ
糸
な
ど
、
す
べ
て
の

糸
類
に
よ
り
を
か
け
る
の
に
糸
車
が
な

く
で
は
な
ら
な
い
。

く
だ
－
細
い
竹
管
に
十
分
に
打
ち
上

げ
た
綿
を
巻
き
つ
け
、
し
の
ま
き
と
す

る
。
こ
れ
を
糸
車
に
か
け
て
糸
と
す

る。

こ
の
よ
う
に
糸
を
紡
ぎ
反
物
を
織
り

あ
げ
る
に
は
、
機
の
は
か
、
柘
・
糸
車

・
く
だ
・
わ
く
・
か
せ
車
・
た
た
り
・

接
な
ど
用
い
る
。
ま
た
か
せ
串
な
ど
で

も
、
い
ろ
い
ろ
の
謹
類
が
あ
り
、
一
反

織
り
あ
げ
ろ
に
も
た
い
へ
ん
な
苦
労
で

あ
っ
た
。豆

の
は
な
し

政
府
で
は
、
最
近
転
作
々
物
と
し
て

盛
ん
に
ダ
イ
ズ
の
奨
励
を
し
て
い
る
。

ダ
イ
ズ
は
畑
の
肉
と
も
い
わ
れ
、
昔
か

ら
味
噌
・
鰭
油
・
豆
腐
・
納
豆
な
ど
多

く
の
食
品
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
大
蔵
永
常

（
大
分
県
日
田
の
出
身
）
が
全
国
を
廻

り
、
実
地
を
見
聞
し
指
導
し
た
鱒
捜
家

で
「
廃
兵
便
利
論
」
と
い
う
本
を
薯
し

て
い
る
が
、
そ
の
著
書
の
一
部
を
訳
し

て
み
る
と
、

一
般
に
豆
を
捲
く
に
は
「
穴
つ
き
」

を
も
っ
て
穴
を
つ
き
、
其
穴
へ
理
子
を

い
れ
て
土
を
覆
う
。
関
東
で
は
筋
を
切

り
条
接
し
、
芽
が
出
た
と
き
に
間
引
き

す
る
が
是
は
無
駄
が
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
京
都
附
近
で
は
芋
（
里

芋
か
）
を
構
え
る
と
き
、
こ
の
道
具
に

ね
　
づ
よ
　
　
　
　
　
　
さ
　
ペ
つ
　
し
ん

根
強
　
い
　
差
別
心
　
㈲

わ
た
し
た
ら
は
、
日
常
の
会
話
や
話

し
合
い
の
な
か
で
、
同
和
問
題
に
つ
い

て
、
ど
う
か
す
る
と
、

「
も
う
、
差
別
な
ん
か
、
あ
り
や
し
な

い
。
」
と
か
、

「
自
分
は
差
別
な
ど
絶
対
ほ
し
と
ら
ん

ま
た
、
し
よ
う
な
ど
と
は
思
っ
て
い

ない。」

と
い
う
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
、

「
同
和
の
こ
と
は
、
よ
く
わ
か
っ
と
る

い
ま
ご
ろ
、
な
ん
で
そ
ん
な
に
や
い

や
い
言
う
の
か
。
」

「
郁
落
差
別
は
、
む
か
し
は
あ
っ
た
か

今
は
も
う
な
い
。
」

「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
し
せ
ん
に
な

く
な
る
。
」

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば

耳
に
し
ま
す
。

し
か
し
、
先
年
実
施
し
た
「
同
和
同

ら
t
l
ふ
ん
　
い
L
l
ら
t
l
一
〇

田
に
つ
い
て
の
町
民
の
童
顔
調
査
」
で

●
い
ま
も
、
部
活
差
別
が
あ
る
と
思
い

ま
す
か
。

と
問
い
か
け
て
み
ま
し
た
ら
、

「
部
慧
差
別
が
残
っ
て
い
る
。
」

と
答
え
た
人
が
、
六
八
・
六
％

「
部
落
差
別
は
も
う
な
い
。
」

と
答
え
た
人
は
、
三
一
・
四
％

げ
っ
　
を
格
　
∴
∴
∴
じ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
∴
∴
－

と
い
う
結
果
で
、
実
に
七
〇
％
近
い
多

数
の
人
が
、
「
差
別
は
、
ま
だ
残
っ
て

い
ろ
。
」
と
回
答
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
難
い
鶴
麟
離
－
こ
く
ら
べ
て

申
・
高
年
と
年
齢
が
多
く
な
る
ほ
つ
れ

て
、
「
差
別
は
も
う
な
く
な
っ
た
。
」
と
す

る
も
の
が
少
し
ず
つ
ふ
え
て
い
く
（
差

別
が
あ
る
と
い
う
も
の
が
少
な
く
な
っ

け
い
〔
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ん
だ
い
べ
つ

て
い
く
）
傾
向
に
あ
り
、
年
代
別
の
調

査
で
は
、
六
〇
歳
代
以
上
が
最
も
多
い

と
い
う
結
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し

た。
こ
の
こ
と
は
、
も
う
一
度
よ
く
考
え

直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
年
齢
の
高

い
人
達
ほ
ど
、
昔
に
く
ら
べ
て
、

た
だ
こ
と
ば
や
態
度
な
ど
で
表
面
に
あ

ら
わ
れ
た
あ
か
ら
さ
ま
な
差
別
事
象
だ

け
を
差
別
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
内
面
に
ひ
そ
む

も
の
は
ど
の
よ
う
は
も
の
で
あ
る
か

き
、
十
分
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

I
I
　
0
　
　
－
　
　
0
　
　
－

れ
l
 
L
 
O
ん
l
p
，
∴
∴
一
た
い
∴
∴
や
　
し
e

部
落
の
歴
史
の
研
究
で
は
第
一
人
者

と
い
わ
れ
、
同
和
教
育
の
面
で
も
名
高

い
或
先
生
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
自
分
は
、
一
般
地
区
に
生
ま
れ
た
の

で
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
と
本
当
の

苦
し
さ
、
悲
し
み
、
い
き
ど
お
り
を
と

も
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
む

し
ろ
、
自
分
は
長
い
間
差
別
す
る
側
の

人
間
と
し
て
生
き
て
き
た
。
だ
か
ら
、

ま
え
∴
－
は
ん
ー
a

か
お
前
の
本
雷
は
ど
う
か
〟

と
聞
か
れ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
、

〝
残
念
な
が
ら
、
心
の
ど
こ
か
に
差
別

心
が
残
っ
て
い
ろ
〟
と
い
っ
た
方
が

正
直
だ
と
自
分
は
思
っ
て
い
る
。
」

と
告
白
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
先
生
の
郡
慨
の
濫
読
懇
談

じ
っ
く
り
か
み
し
め
て
、
な
ぜ
、
ど
う

し
て
、
こ
ん
な
に
も
根
強
い
も
の
な
の

で
つ
て
い
て
l
　
　
つ
い
l
O
ぅ

か
を
徹
底
的
に
追
求
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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地域活動への参加

ミ隣人と仲良く、が

参加への第一歩

似
た
芋
椿
事
を
用
い
て
、
こ
れ
を
一
直

線
に
押
し
て
ゆ
げ
は
、
車
に
つ
い
た
突

起
部
が
穴
を
あ
け
て
ゆ
く
か
ら
種
子
芋

を
植
え
る
の
に
一
定
の
間
隔
と
な
り
、

左
右
に
ゆ
が
む
こ
と
も
な
い
。
こ
の
穴

に
種
子
を
入
れ
て
土
を
覆
え
ば
よ
い
。

但
し
学
府
は
事
の
突
起
部
を
太
く
数

を
少
な
く
、
豆
用
は
細
く
多
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
道
具
を
参
考
に
作
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
、
前
に
穴
騒
点
描
機
が

岡
山
の
某
会
社
か
ら
発
売
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
は
お
も
に
妻
拓
に
利
用
さ
れ
た

よ
う
で
穴
の
間
隔
は
十
五
の
と
な
り
、

穴
に
啓
子
が
落
ち
て
ゆ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
種
子
の
薄
口
は
広
狭
自
在
に

調
節
が
で
き
る
が
、
こ
の
機
械
も
長
く

は
利
用
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る

筆
者
も
体
験
の
た
め
こ
の
機
で
小
豆

を
播
い
て
み
た
が
不
訓
の
せ
い
か
、
豆

の
量
が
一
様
に
出
な
か
っ
た
。

現
代
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
播
種
す
る

な
ど
機
械
化
し
た
が
、
一
面
、
鳩
に
荒

さ
れ
る
た
め
移
植
な
ど
の
方
法
を
と
っ

て
い
る
人
も
あ
る
。

随
分
以
前
の
新
聞
に
「
田
一
面
に
一

日
に
し
て
赤
い
花
が
さ
し
た
」
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
広
漠
民
話

「
一
夜
で
咲
い
た
菜
の
花
」
の
よ
う
に

…
。
何
の
こ
と
は
な
い
。
開
店
祝
い

の
赤
い
造
花
を
田
一
面
に
さ
し
た
と
い

う
。
鳩
は
そ
れ
だ
け
ア
カ
が
嫌
い
だ
そ

う
で
あ
る
。
た
め
し
に
あ
ほ
だ
も
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

さ
て
、
ド
イ
ツ
の
小
学
校
三
年
生
の

理
科
の
教
科
書
に
、
豆
の
正
し
い
置
き

方
（
ま
き
方
）
の
問
題
が
あ
る
そ
う
で

ある。
①
豆
の
へ
ソ
を
上
に
お
く
。

②
豆
の
へ
ソ
を
下
に
す
る
。

⑨
豆
の
ヘ
ソ
を
横
に
し
て
立
て
る
。

．
∵
－
　
i
 
J

こ
の
中
で
正
し
い

も
の
は
何
番
か
と

い
う
。
さ
て
ど
れ

で
し
ょ
う
。

答
は
⑪
。
で
も
豆

を
播
く
と
き
、
い
ち

い
ち
こ
ん
な
方
法
は

で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。

適
当
に
播
い
て
も

結
構
は
え
ま
す
か
ら

畑
の
肉
を
ど
し
ど
し

お
と
り
く
だ
さ
い
。

（
吉
野
千
年
）

小
学
生
の
こ
ろ
は
地
域
活
動
に
頬
横

筋
に
参
加
し
て
い
た
子
供
が
、
中
学
、

高
段
と
進
む
に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
参

加
し
急
く
在
る
－
i
そ
の
背
景
の
一
つ

に
は
大
学
蓮
華
へ
の
過
熱
が
挙
げ
ら
れ

ます。光
ご
ろ
発
表
に
な
っ
た
「
教
育
に
関

す
る
世
論
調
査
」
（
総
理
肺
広
報
室
）
で
、

大
学
進
学
や
勉
強
に
対
す
る
窓
誠
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

男
の
子
に
ど
こ
ま
で
の
教
育
を
受
け

さ
せ
た
い
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

約
半
数
の
親
は
　
″
大
学
ま
で
〟
　
と
答
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
草
生
の
子
供
を
持
つ

親
の
約
－
．
．
分
の
一
は
　
〟
子
供
を
学
習
塾

に
通
あ
せ
た
り
、
素
應
敏
郎
を
付
け
て

い
る
〟
　
と
答
え
て
い
ま
す
。

子
供
は
学
校
で
の
勉
強
以
外
に
、

塾
な
ど
に
時
間
を
割
い
て
い
る

つ
ま
り
、
登
校
が
終
わ
っ
て
も
薬
方

と
で
勉
強
す
る
時
間
が
増
え
て
い
る

た
め
、
地
域
活
動
に
参
細
で
き
る
時

間
が
だ
ん
だ
ん
と
減
っ
て
い
る
よ
う

です。ま
た
、
子
俣
た
ち
の
遊
び
仲
間
が

小
集
団
化
し
、
身
近
を
友
達
や
凱
な

ど
と
し
か
付
き
合
h
∵
な
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
大
切
に
在
っ
て
く
る

の
が
親
の
地
域
活
動
に
対
す
る
適
切
な

仲
良
く
で
き
る
こ
と
が
地
域
社
会
へ
の

参
別
の
第
一
歩
で
す
。

▽
親
が
地
域
活
動
へ
の
関
心
を
持
と
う

…
地
域
活
動
を
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず

親
が
興
味
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

親
が
適
切
を
判
断
を
下
す
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
活
動
に
興
味
を
持
ち
参
加
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
子
供
の
自
主
性
を
重
ん
じ
、
長
い
目

で
見
守
ろ
う
‥
子
供
が
自
主
的
に
地
域

活
動
に
参
加
し
て
い
る
掛
合
は
、
瓢
は

長
い
日
と
温
か
い
心
で
見
守
り
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
が
、
社
会
参
加
の
原
動
力
と

在
り
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

”
豊
か
を
心
〟
を
育
て
る
た
め
の
ひ
と

つ
の
土
媛
－
そ
れ
が
地
域
社
会
へ
の

参
加
で
す
。
学
校
で
は
味
お
え
な
い
体

験
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
活
動

は
き
っ
と
子
供
の
心
に
、
〝
豊
か
さ
〟
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

理
解
∴
絆
価
、
そ
し
て
、
子
供
た
ち
が

進
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
碩
域
づ
く

り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
。
予
僕
が
地

域
社
会
の
活
動
へ
参
加
し
た
り
、
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
き
は
、
次
の

よ
う
な
点
に
注
意
し
見
守
っ
て
や
り
ま

し
よ
●
つ
o

▽
地
域
活
動
の
最
小
単
位
は
〝
隣
人
・

で
す
…
ま
ず
、
親
が
隣
人
と
の
付
き
合

い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
子
供
は
、

親
の
態
度
を
見
て
育
ち
ま
す
。
隣
人
と

紙
面
の
離
合
で
1
月
1
0
日
目
方
に
掲
載

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
か
ら
は
、

ま
た
1
0
日
号
で
掲
戯
し
て
い
き
ま
す
。



（10）第319号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑫錨の研

▽　▽　▽　　▽　◎

詩対∴揚　　時　期
参　象
品者所　　間　目

す　印妊役　く　9　8
る　鐙置場　だ時月
人　（婦保　さ　30　2
の　母　　使　い　分　白
み　子　　室　○　ま　（
）手　　　　　で　火

帳　　　　　　に、ノ
を　　　　　　お
受　　　　　　い
飯　　　　　　で松ノ本（今古賀841番地の2）

けいすく†

添田　啓輔くん

（教学さんの次男）
昭和57年8月15日生

僕はお風呂が大好き。今年の
夏はお姉ちゃん、お兄ちゃんと

海水浴へ行くのを楽しみにして
ろんだ。ただ今伝い歩きの特訓

中。海へ行く頃には、あんよが
できるといいなあ。

出生津1516番地の8

大山　久美子ちゃん

（竺掌さんの次女）
昭和57年12月15日生

1日2回の食事も喜んで食べ

硬をやぶいたり、お兄ちゃんの

坊主頭で遊ぶのか好きなとても
元気な女の子です。お兄ちゃん
と伸よく元気に明るく育ってほ

しいと頓っています。

値
榔
鰹
街
圃
盤
の
網
目
謬

妊
娠
に
気
付
き
ま
し
た
が
、
近
所
に
知
り
合
い
も
な
く
、

手
続
き
の
方
法
な
ど
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

4
妊
婦
蕪
談

容
　
産
前
・
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

金
　
無
料

引
っ
越
し
て
間
も
な
い
な
じ
み
の
薄

い
町
で
、
初
め
て
の
子
供
を
出
薙
す
る

の
は
、
何
か
と
不
安
が
多
い
も
の
で
す

近
ご
ろ
は
核
家
族
が
朋
え
で
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
お
討
ね
の
よ
う
な
手
続
き

上
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す。
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
、
育
て
る

た
め
に
は
、
母
親
は
妊
娠
に
気
付
い
た

時
か
ら
、
心
身
の
処
撮
、
毎
日
の
生
活

な
ど
に
つ
い
て
、
医
師
や
保
健
姐
の
適

切
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
大
助
で
す

∧
妊
産
婦
と
行
政
を

結
ぶ
母
子
健
康
手
帳
＞

妊
娠
届
を
出
し
ま
す
と
、
母
子
健
蚊

手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

母
子
健
蚊
手
帳
は
、
妊
娠
、
出
産
お

よ
び
育
児
に
つ
い
て
の
一
貫
し
た
健
蚊

語
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
保
健
指
弾
の

基
礎
資
料
に
な
る
も
の
で
す
。

母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
中
や
育
児

に
つ
い
て
の
注
意
郵
項
が
蕾
か
れ
て
お

妊
産
婦
と
行
政
の

パ
イ
プ
役

∧
妊
娠
し
た
ら
ま
ず
妊
娠
届
∨

妊
娠
し
た
と
思
っ
た
ら
、
医
師
の
診

察
を
受
け
、
は
っ
き
り
し
た
時
点
で
妊

娠
届
に
必
要
叫
項
を
記
入
し
、
保
健
所

ま
た
は
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
法
で
は
、
妊
産
婦
や
乳
幼

児
を
持
つ
母
親
に
対
し
て
、
担
当
の
行

政
機
関
が
き
ち
ん
と
し
た
保
健
指
導
を

行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
妊

娠
届
は
、
担
当
行
政
機
関
が
保
健
指
導

を
行
う
た
め
、
妊
産
婦
の
把
握
に
必
要

な
も
の
で
す
。

り
、
妊
娠
、
育
児
の
手
引
き
と
な
る
と

と
も
に
、
妊
娠
の
経
過
、
出
産
の
状
態

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
の
経
過
な

ど
を
記
録
す
る
も
の
で
、
子
供
の
成
長

記
録
と
し
て
も
貴
通
は
も
の
と
な
り
ま

す。
ま
た
、
こ
の
手
帳
は
保
健
所
や
諦
町

村
な
ど
に
盤
傭
さ
れ
て
い
る
母
子
健
康

締
切
カ
ー
ド
な
ど
と
の
関
係
を
籍
接
に

保
ち
、
妊
廉
姐
と
行
政
機
関
と
の
パ
イ

プ
役
を
果
た
し
ま
す
。

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
妊
娠
届
を
出

し
、
母
子
馳
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
る

と
、
保
健
所
や
市
町
村
か
ら
饉
撰
彩
香

や
梯
親
学
級
の
通
知
が
き
た
り
、
保
健

鮒
や
助
産
姉
な
ど
が
家
庭
訪
問
を
し
て

妊
娠
中
の
注
舷
を
与
え
た
り
、
相
談
に

の
っ
た
り
し
ま
す
。

訊
聞
指
導
は
、
初
め
て
妊
娠
し
た
人

中
で
も
高
年
齢
初
産
の
人
、
未
熟
児
ま

た
は
異
常
児
を
出
産
し
た
こ
と
の
あ
る

人
な
ど
を
遮
点
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
出
羅
後
は
、
新
生
児
の
訪
問
指

導
を
行
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
正
し
い
育
て

方
や
、
そ
の
他
飯
や
栄
兼
に
つ
い
て
、

ま
た
病
気
や
異
常
の
早
期
発
見
と
予
防

を
は
じ
め
、
母
親
の
健
康
の
た
め
の
指

導
に
当
た
り
ま
す
。

妊
娠
や
出
産
に
当
た
り
、
不
安
な
こ

と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
遠
慮
な
く

の
傑
秘
所
ま
た
は
役
場
保
健
蛾
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
健
婦
の
指
導
を
受
け
る
出
産
間
近

か
い
広
波
の
想
田
千
鶴
さ
ん
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町 内 �も �鹿 児 島 本 館 �虎 児 �大 型 家 

え た ��島 本 線 

全 域 8 月 �◆ い つ く プ空 ラカ スン �か ら 南 側 地 区 8 �争 ら 北 側 地 区 8 �庭 ゴ ！ ベチ ッレ トビ 

10 日 �チヽ ツ空 クビ �月 24 �月 10 �机冷 、撤 

及 �製／ 晶、 、ガ �目 �目 �い庫 す、 、家 

ぴ 8 月 �ゴラ ムス �水 �水 �白兵 軽、 再建 等具 

等類 問 詰 � � 

24 日 ����ふ 

類 ���と ん 

8月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り日 �大型車くみ取り地区！小型車くみ取り区 

1（月） �西町、木守、浅木の一部 �虫生津、上別府（花園）、若 松、尾崎 

2（火） �東町 �広漠 

3（水） �虫生津（新屋敷を含む）、東 町の一部 � 

4（木） � �別府、木守、老良 

5（金） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

11（木） �i難、（難語諜側）、舶 � 

12（金） �旧倖（旧3号線南側）、鬼津 新町、遠賀Iiiの一部 � 

13（土） �遠賀川 �鬼津 

16（火） �遠賀川 �別府、上別府（商家） 

而 � � 
18（木） �新町 �千代丸、鬼津（小鳥掛）、別府 

19（金） �新町 � 

20（土） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

2（月） �新町、広漠（中卒田）、別府 � 

3（火） �新町（ユニード前通り一部） � 
」遡　　　　　」 � 

（水） �上別府、虫生津、浅木 � 

云‾示㌻ �鬼津、若松、別府（高瀬） � 

6（金） �尾崎、今古賀、別府の一郭 � 

7（土） �別府　　　　　　　　　　　鬼津、若松、松ノ木、道宮 

（月） � �老良 

0（火） �浅木、若葉台、堂塔寺、士別， 府、木守鬼津虫生津の一部i �浅木、鬼津（小鳥掛）、尾崎 （蝕喰） 

31（水） �浅木 �今古賀、島津　　　ヽ 

8
月
9
日
（
火
）

9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分

の
聞
に
お
い
で
く
だ
さ
い

役
場
保
健
室

生
後
1
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

食
品
衛
生
週
間

8
月
1
日
～
7
日

ゴ
ミ
を
出
す
時
間
を

守
り
ま
し
ょ
う

ゴ
ミ
を
出
す
時
間
は
収
集
日
の
朝
、

7
時
か
ら
8
時
ま
で
で
す
。
夏
の
時
期

は
特
に
生
ゴ
ミ
の
出
し
っ
ぱ
な
し
は
、

衛
生
上
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
を
守
っ
て
快
適
は
住
み
よ
い
町

に
し
ま
し
ょ
う
。

し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
運
搬

盆
　
休
　
み

▽
盆
休
み
　
8
月
1
4
日
、
1
5
日

毎
年
お
盆
の
時
期
に
な
る
と
、
来
客

が
多
く
な
り
、
定
期
の
く
み
取
り
日
ま

で
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
家
庭
に
つ
い

て
は
、
盆
前
に
臨
時
く
み
取
り
を
し
て

い
ま
す
。
盆
休
み
の
臨
時
く
み
取
り
の
申
し
込

み
は
、
8
月
8
日
（
月
）
ま
で
に
役
場

保
健
衛
生
係
で
励
鑑
を
詩
参
の
う
え
申

込
み
く
だ
さ
い
。

、
～
卓
、
t
～
‡
㌢
人
～
ん
．
、
ク
も
f
l
b
“
。
ふ
．
．
“
子
、
、
．
－
」

言
練
墳
墓
の
改
葬
　
M

r
～
1
．
、
．
0
、
，
l
貫
く
．
～
．
く
．
4
－
．
－
〟
．
！
．
9
－
一
、
．
で
″

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
徳
島
肩
癖
沖
洲
2
丁
目
2
9

及
び
名
　
番
地
＝
沖
洲
大
理
基
地

称
　
　
5
丁
目
脚
番
地
＝
沖
洲
元

浦
基
地

▽
届
出
先
　
沖
洲
塑
地
管
理
会
事
務
所

衝

0

8

8

6

（

6

4

）

0

▽
届
出
期
限
　
昭
和
駆
年
Ⅱ
月
3
0
日

8
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表
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。与で曾2第宏霊で‡嘉言†雰亨こ講暑　くこつ 羅羅結線雷鳳講書 練にし汗すエそしこすまろ分を分多く 

い　出の塩そが‘墨壷背き茅諾意　誓書 ��緯・l歓 にす昆 

鰯 ∴： �諾結語浩誹るに緯毒す ∴∴∴∴ふき ：∴：∴：華 

腕のはし　　　　　　ひじのはし
体
側
の
は
し

右
、
左
、
右
…
…
と
交
互
に
繰
り
返

し
行
い
ま
し
ょ
う
。

今
回
か
ら
六
回
ン
リ
ー
ズ
で
簡
単
に

で
き
る
「
健
康
体
操
」
を
掲
載
し
ま
す
。

執
筆
は
、
3
8
体
操
の
指
導
を
さ
れ

て
い
る
北
川
雅
子
先
生
で
す
。

写
真
は
、
東
和
苑
の
岩
逸
七
美
恵
さ

ん
で
す
。

す。
肩
こ
り
の
解
消
に
は
、
全
身
運
動
が

一
番
効
果
的
で
す
。
そ
の
他
蒸
し
タ
オ

ル

、

ホ

ノ

ト

パ

ノ

ク

、

熱

シ

ャ

ワ

ー

な

ど
て
温
め
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

肩

　

こ

　

り

一
周
こ
り
の
　
〝
こ
り
″
　
と
い
う
の
は
、

筋
肉
が
緊
張
し
た
た
め
に
ね
こ
り
ま

す。
筋
肉
の
緊
張
が
続
く
と
、
老
廃
物

（
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
う
っ
血
状

態
）
が
た
ま
り
、
病
み
の
神
経
を
刺
激

背
　
の
　
ぴ

○
肩
は
冷
さ
な
い
よ
う
に
注
憩
し
ま

し
ょ
う
o

O
枕
が
高
す
ぎ
る
の
も
肩
こ
り
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

（
3
B
体
操
講
師
　
北
川
雅
子
）



第319号
（13）佐田鍔の紺

夢見た、 1パーセントの大切さ 

－カルシウム 

カルシウムと聞けば「骨や歯をつくる栄養 

蒸」とだれもが答えるに違いありません。事 

実、そのとおりで、体内のカルシウムのうち、 

99パーセントまでが骨や歯になっています。 

では、残りの1パーセントはどこにあるの 

でしょうか？実は、血液やリンパ液、細胞 

膜などに含まれていて、次のような大切な役 

訓を果たしているのです。 

（D血液を凝固させる 

②神経の興奮を伝え、筋肉を収縮させる 

③酸素を体のすみすみに送り届ける 

以上のように、カルシウムは骨や歯となっ 

て蓄えられる一方、体内の大切が働きクのた 

めに使われています。このため、血液中のカ 

ルシウムが不足すると、骨や歯に蓄えられて 

いるカルシウムが血液中に溶 ��、け出し、骨や歯 

がもろくなることがあります。 

それでは、このカルシウムをわたしたちは 

どのくらい取ったら良いのでしょうか？ 

厚生省が定めた「日本人の栄費所要量」で 

は、1日のカルシウム所要量の目安を次のよ 

うに定めています。 

ー （ ノ � �筆参考食品 200や、プロセ スチーズ1009 れています。 

乳　　　児i∴∴400′吋 

妊　　　婦　i，000町 

授∴乳∴婦　i，IOO噂 

60越以上の男女　　　600叫 

成人男女では体重1キログラムにつき10唯、 

また20歳までの成長期には、849mgを最高に年 

船別に定められています。 

カルシウムは、牛乳、チーズ、緑黄色野菜 

こ多く含まれています。また小魚など骨ごと 

食べられる魚は重要なカルシウム源です。 

ただし、カルシウムが体に吸収されるには、 

まかの栄養素－タンパク質、ビタミンD、 

）ンなどとのバランスが大切です。・カルシウ 

に富む食品だけでなく、いろいろな食品を 

ヾランスよく取りましょう。 

子
宮
ガ
　
ン
　
の
話
　
㈲

前
ガ
ン
変
化
に
つ
い
て
　
日

新
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
中
壮
介

前
ガ
ン
変
化
の
－
つ
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
子
宮
筋
膿
と
は
ど
ん
な
病
気
で
す

か。
子
宮
に
で
き
る
ハ
レ
モ
ノ
で
す
。
硬

く
て
丸
く
コ
ロ
コ
P
L
で
、
里
芋
の
ハ

ツ
頭
の
よ
う
で
す
。
筋
腫
の
コ
ブ
が
子

宮
内
暖
の
方
に
突
き
出
し
て
く
る
と
、

不
正
出
血
や
過
多
月
経
が
お
こ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
子
宮
ガ
ン
で
な
い
か
と

心
配
す
る
人
が
多
い
の
で
す
。

子
宮
館
腰
は
景
性
で
す
か
。

悪
槌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
く
良
槌

です。子
宮
筋
虞
を
放
置
し
て
お
く
と
ガ
ン

に
変
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ホ

ン
ト
で
し
ょ
う
か
。

以
前
は
、
筋
腫
は
長
い
間
に
肉
腫
に

変
る
こ
と
が
稀
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
代
で
は
否
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
筋
腫
が
ガ
ン
に
変
る
こ
と
は
学

問
的
に
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

筋
虞
の
コ
ブ
の
大
き
さ
は
ど
れ
く
ら

い
で
す
か
。

子
宮
筋
腫
に
は
、
米
粒
か
ら
小
児
頭

大
の
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
の
太
さ
が
あ

り
ま
す
。
普
通
本
人
の
手
筆
太
以
上
に

な
っ
た
と
き
手
術
す
れ
ば
よ
く
、
そ
れ

以
下
の
太
さ
で
は
経
過
を
見
る
だ
け
で

よ
い
と
思
い
ま
す
。

よ
く
筋
腫
か
ら
毒
素
が
分
泌
さ
れ
る

と
言
わ
れ
ま
す
か
。

ガ
ン
に
は
ガ
ン
毒
素
（
ト
キ
ソ
ホ
ル

モ
ン
）
が
出
ま
す
が
、
筋
腫
に
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。

㈲
筋
腫
の
患
者
さ
ん
は
月
経
痛
が
強

く
月
経
血
が
多
く
、
長
び
く
た
め
に
強

い
貧
血
に
陥
り
、
顔
色
が
悪
い
。

㈲
筋
腫
の
硬
い
組
織
が
大
き
く
な
っ

て
周
囲
を
圧
迫
し
て
腹
痛
、
腰
痛
を
お

こす。㈲
筋
腫
の
コ
ブ
が
長
い
間
に
、
変
牲

を
お
こ
し
て
感
染
、
高
熊
を
お
こ
す
こ

と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る

と
、
患
者
さ
ん
は
、
筋
腫
は
ガ
ン
の
前

の
段
階
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
も
無

理
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
全
く
ガ
ン
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
子
宮
筋
膿
は
恐
ろ
し
い
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

ソ
ウ
デ
ス
。
近
年
婦
人
科
で
子
宮
筋

腫
ほ
ど
患
者
さ
ん
に
曲
解
さ
れ
て
い
る

病
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
子
宮
ガ
ン

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ろ
の
は
結
構

で
す
が
、
ガ
ン
と
筋
腫
と
を
混
同
し

て
、
と
ら
な
く
て
も
よ
い
子
宮
を
と
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
人
が
あ
り
ま
す
。
筋

腫
は
い
く
ら
大
き
く
て
ら
死
ぬ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
子
宮
ガ
ン
は
小
さ
く
て

も
婦
人
の
生
命
を
奪
い
ま
す
。
こ
の
点

を
お
忘
れ
な
く
お
顔
し
ま
す
。

穏
閣
閣
圏
闇
圏
V

河

中

靖

曹

選

裏
庭
に
か
ま
ど
し
っ
ら
え
味
噌
豆
の
煮

え
い
ろ
あ
た
り
母
の
頭
ち
来
ろ

一
同
　
房
子

紗
に
似
た
ろ
蜘
蛛
の
巣
ゆ
ら
す
そ
よ
園

に
小
さ
さ
蜘
蛛
は
身
を
ひ
そ
ま
せ
り

白
石
　
敏
子

磯
の
香
は
吹
き
来
ろ
凪
に
乗
り
た
る
や

吾
が
立
つ
位
置
の
こ
こ
迄
と
ど
く

木
原
い
の
え

風
紋
の
つ
づ
く
砂
丘
に
今
た
ち
て
い
ま

さ
ら
風
の
カ
お
も
知
る
織
田
ち
か
え

構
え
込
み
の
規
の
楽
先
つ
や
や
か
に
風

吹
ま
く
れ
ば
時
に
光
れ
り高
崎
　
佳
子



第319号　　　　　　　　　　　　　　　僅⑰箇め紺（14）

8月上期の遠賀町主要行事

日 �偶 �行　事　内　容i時　間】実施会場 ���担当課名i弼及び主な対象等i詳細 

1 �月 �定例区長会巨一　陣会醒 ���庶∴務∴課 �各区長∴∴1 

2 �火 �妊　婦　相　談19：30－i役醜室 ���住民課匡婦母子手醐110ページ 

4 �木 �草花づくり請座i9：30－12中松民館 ���社会教開巨こても参加できます幸一ジ 

5 �金 �読　　書　　請　　座 � �中央公民館 �社会締課目青い麦」会員で申込者i 
藤細工教室⑤中一15車船民館 ���社会輔課車工数艶　【 

6 �土 �定例地区公民館長会議 �13‥00－1公瑚別館 ��社会教育課 �各地区公民館長i �i 

7 �日 �，郡民大高大会中－i警難詰 ���社会教育課南羊んの応援をお願いF 

9 �火 �乳　児　相　中：30－10：30 ��役場保健室 �住民課匡7－12湖111ページ 
婦人学級②110：00－1言0 ��中央公民館 �上会翻I言　i 

10 �水 �老人クラブ会長申：00－【老人憩の家 ���福祉課車区老人クラブ会長【 

11 �木 �心配∴ごと相談113：00－16車民捌館 ���福祉課南犠寵欝坤 

12 �阜 �蕊細工教室⑥中一叫中央公民館 ���社会教育課車工数艶　） 

マ
ム
　
シ
に
暖
ま
れ
た
ら

海
、
山
、
川
へ
と
く
り
出
す
季
節
I
C

な
り
ま
し
た
が
、
山
へ
行
く
と
誌
ヘ
ビ

に
噴
ま
れ
る
と
い
う
危
険
が
あ
り
ま

す
。
誌
ヘ
ビ
に
咳
ま
れ
た
と
き
に
、
ま

ず
大
切
な
こ
と
は
、
あ
わ
て
な
い
こ
と

で
す
。
現
在
の
医
礫
水
準
か
ら
は
、
死

亡
率
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
す
。

蕾
ヘ
ビ
に
咳
ま
れ
る
と
二
伸
の
平
行

す
る
カ
ミ
ソ
リ
で
切
ら
れ
た
よ
う
な
歯

形
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
一
個
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
痛
み
と
と
も
に
、
は
れ
が

歯
形
を
中
心
に
進
行
し
ま
す
。

咳
ま
ね
た
場
所
よ
り
、
心
臓
に
近
い

中
枢
部
を
紐
か
布
で
撞
く
し
ぼ
っ
て
く

だ
さ
い
。
し
は
る
強
さ
は
、
皮
膚
の
表

面
に
み
ら
れ
る
静
脈
を
圧
迫
す
る
程
度

で
十
分
で
す
。
そ
れ
以
上
強
く
し
は
る

こ
と
は
、
有
害
無
益
で
す
の
で
注
遺
し

ま
し
ょ
う
。
頭
や
額
面
の
場
合
は
、
し

ば
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

次
い
で
喫
ま
れ
た
歯
形
の
部
分
に
口

△
毒
ヘ
ビ
の
見
分
け
方
▽

△
毒
ヘ
ビ
と
無
毒
ヘ
ビ
の
歯
型
▽

歯
　
型

を
あ
て
て
、
誌
を
吸
い
出
し
ま
す
。
毒

を
飲
み
と
ん
で
も
心
配
は
不
要
で
す
。

は
れ
が
、
し
ぼ
っ
て
い
ろ
所
ま
で
進

行
し
て
く
れ
は
、
さ
ら
に
中
枢
の
部
分

を
別
の
紐
か
布
で
撞
く
し
は
っ
て
か

ら
、
最
初
の
し
ぼ
っ
た
紐
を
は
ず
し
ま

す
。
止
血
の
た
め
の
緊
縛
の
よ
う
に
強

く
し
ぼ
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
時
間
的

に
し
ぼ
り
画
す
必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
、
氷
が
手
に
は
い
れ
ば
、
喫

ま
れ
た
部
分
を
冷
や
し
な
が
ら
病
院
に

連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
蕾
ヘ
ビ
の
事
故
防
止
の
た
め
ま
む
し

用
の
血
清
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

◎
血
清
の
保
管
し
て
あ
る
病
院

県
立
遠
賀
病
院
、
芦
屋
中
央
病
院
、

中
間
市
立
病
院
、
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー


